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上記の官民学
かんみんがく

がコラボしたヒューマンコンサートが 2 月 2 日（日）、サーティホール・小ホール

で開催され、約 140 人の観客が集いました。 

 大阪産業大学経済学部の菊地真理先生のゼミナールの学生が複数のグループに分かれて企画案

を作成し、実行委員会の審査を経て
へ  

決定していきました。 

 

 当日は、ゼミ生 9 人が運営や司会を担い、主催者、菊

地先生、学生代表の挨拶
あいさつ

の後、コンサートがスタート。

ピアノ奏者の畑
はた

奉
とも

枝
え

さんによるトークを交えた数種類

のトイピアノの演奏（第 1 部）と、統合失調症の兄との

絆など、畑さんの家族のライフストーリーをもとにした

朗読劇（第 2 部）の構成で、約２時間にわたって観客を

魅了
みりょう

しました。トイピアノの生演奏を初めて聴く人も多

かったのではと思います。 

 トイピアノはもともと子どもが遊ぶためのピアノで、調 律
ちょうりつ

ができず、音階
おんかい

がずれることや、音

がときどき鳴らなくなるなど、コントロールが難しいのですが、演奏を続けていく内に、「不完全

が好き。未完成がいい」と思えるようになったと、トイピアノの演奏に込められた思いも語られま

した。 

 公演の最後に畑さんから、今回は大学生という新しい世代が新しい感覚でこの公演を実現させて

くれたことに感動したとの言葉もありました。 

 

イベントを終えて 
コンサートから３か月後、企画運営に関わった学生の内、当日の司会を務めた田渕伊織さん、企

画案を提案したヨフェラ・ジャクシン・ロックマンさんとキム・ミンジンさんの三人にお話を聴か

せていただきました。 

「家族社会学」が専門の菊地先生の３年生（当時）のゼミは、アジアの多様な国から学生が集う

 

人権啓発ネットワーク大東機関誌 

ぬくもり  
 

第 35 号 

 

畑
はた

奉
とも

枝
え

さんによる 

トイピアノの演奏と朗読劇 

～ 大産大・ぬくもりネットだいとう・大東市がコラボ ～ 

↑ 複数のトイピアノを演奏する畑さん 



第 35 号 人権啓発ネットワーク大東機関紙「ぬくもり」 2025 年 6 月号 

－ 2 － 

「多文化ゼミ」とのこと。今回は４つのチームに

分かれて、「コンサートを楽しみながら人権を学

べる」という企画課題に取り組みました。 

ヨフェラさん、キムさんらがインターネット検

索で見つけたのが、全国を旅するように公演する

畑さんの活動でした。「一人ひとりの個性を尊重

する人権と、不完全だけど他にない音色をもつト

イピアノの存在がどこか重なるように感じた。統

合失調症という精神障がい、そして、周りの家族

の思いについても聴くことができる。」と思い、提案しました。 

この案が採用された後も、チラシづくりなどにゼミ生全員が協力して取り組み、団結力が生まれ

たそうです。観客が来てくれるかどうかが不安だったけれど、「困難なことは特になかった。」と、

頼もしい言葉も返ってきました。 

今春からは４年生となり、残る在学期間や卒業後もこのような人権との関わりがあれば、とのこ

とでした。                            （レポーター：かわかず） 

 

※畑さんの活動を紹介する「音旅舎」（おとたびしゃ）のホームページ        

www.ototabisha.com 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師に松本城洲夫さんをお招きし、人々が人権を獲得していく歴史の中で、どのように音楽が発展して

いったかを解説いただきながら「アンサンブル・サビーナ」の美しい演奏を楽しみました。 

 会場には６５９人の来場があり、大盛況。オープニングアクトの女声合唱団夢夢（むむ）のパフォーマンス

では、会場からも手拍子で参加できる仕掛けがあり、全員が一体となって楽しめました。 

 松本さんのお話 

 松本さんはまず憲法をひもときながら、「大切なのは『個人として尊重されること』を自分自身も自覚する

こと、つまり人種や文化等のような枠組みで決められることではないこと」と話されます。そして、「個人」とい

う考え方が生まれていったのが 14 世紀ルネサンスの時代とのことです。もともと王侯
お う こ う

貴族
き ぞ く

などの上位２％

の人々のみが何かを「決める」という特権を持ち、残りの９８％の市民はその決定に従う存在でした。そこに

政争に敗れ、身分を追われたダンテが叙情
じょじょう

詩
し

『神曲
しんきょく

』を書きます。『神曲』ではそういった権力への怒りや

憤 り
いきどお   

、そして神の特権とされていた権力に対抗して、「神の前では個人として等しい」という主張が込めら

れていました。さらに当時大流行したペストによって市民、王侯貴族関係なく多くの方が亡くなったことが、

この「個人として等しい」という考えを大きく広めたのだと言います。 

 この考え方は徐々に広がり、「神の下の平等」から「法の下の平等」へ、そしてデカルトの「我思うゆえに我

あり」やパスカルの「人は考える葦
あ し

である」などに代表される「個人」の在り方へと深化
し ん か

していきました。権

↑

左
か
ら
田
渕
さ
ん
ᵧ
ヨ
フ
ᶃ
ラ
さ
ん
ᵧ
キ
ム
さ
ん 

2025 年 5 月 8 日（木） 憲法週間記念のつどい 

松本城
し

洲夫
ず お

＆アンサンブル・サビーナ 

ヒューマンライツトーク＆コンサート 
～音楽に込められたメッセージ～ 
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利の主体たる個人は自分自身の中に根拠を持つ（身分や文化的カテゴリによらない）ことが確立していっ

た、ということです。 

 芸術の側面で見ると、この「個人」とは何かということを、まず

は「感情表現（喜怒哀楽）」だと捉え
と ら  

ました。音楽の世界では

オペラ（歌劇
か げ き

）が発展し、ストーリーの場面ごとに異なる感情

表現で歌うという形式が進みました。 

音楽を聴いて～考察 

 そのような情勢の中で作られた【クラシック音楽】を 3 曲聞きました。１曲目はヴィヴァルディ作曲、バイオリ

ン協奏曲
きょうそうきょく

『四季』より『春』です。この曲が作曲された背景には、それでもまだまだ社会情勢的にも認めら

れていなかった女性の苦悩があります（母が我が子を川に捨て、殺してしまうなどの不条理
ふ じ ょ う り

）。『四季』では、

そういった女性の苦悩や絶望、子どもの怒りや悲しみが表現されていると言います。私はクラシック音楽な

どには疎い
う と  

のですが、確かに『春』の中でも「春っぽくないな」とも思える激しい旋律
せんりつ

がありました。私はそ

れを「音楽の中の盛り上がりとしての仕掛けなんだろう」くらいにしか思っていなかったのですが、今回解説

と一緒に音楽を聴くことで、「春を穏やかな一面的イメージで捉えるだけでなく、春雷
しゅんらい

などの激しさを含む

物語として捉えることで、人（特に女性）の多面性や苦悩、感情を表現しているのか」と気づきました。作ら

れた背景まで含めて音楽を鑑賞することで、作曲者のメッセージ（の一端）に触れることができるという「面

白さ」に出会えたと思います。2 曲目、3 曲目はオペラ『フィガロの結婚』（モーツァルト作曲）と『カルメン』

（ビゼー作曲）でした。この 2 曲は「個人」を感情的側面から（デカルトやパスカルのように）理性的側面に

捉え始めた流れを汲み
く  

、貴族の特権（王権
おう けん

神授説
しん じゅ せつ

）に対抗するというメッセージがより強く込められていま

す。今までクラシック音楽は穏やか
お だ    

で荘厳
そ う ご ん

な音楽だと感じていたのですが、今回この 3 曲を聞いて、思って

いたより力強い音楽なのだと感じました。そしてそれは、当時の人々が身分に関わらない個人としての自分

を確立し、自分自身の権利というものを形作っていく、またそのために神にも近しい貴族の権力に立ち向か

っていくという力強さが反映されているのかもしれないという発見でした。 

 次に聞いたのは【アメリカ音楽】です。黒人に対する奴隷的
ど れ い て き

拘束
こ う そ く

や苦役
く え き

（＝黒人差別）からの解放運動の

中で発展したスピリチュアル（黒人霊歌
れ い か

）を鑑賞しました。曲目
きょくもく

は『深い河』『漕
こ

げよマイケル』『スワニー河

（故郷の人々）』『ケンタッキーの我が家』です。先ほどのクラシック音楽の時とは違い、黒人の解放運動の

イメージからアメリカ音楽は強く激しい音楽をイメージしていたのですが、今回聞いた曲はどれも穏やかで、

ポップな楽しい雰囲気をまとった曲でした。これも当時の人々の思いを想像すると、何者かと闘い、権利を

勝ち取るというより、「当たり前にあるはず」の穏やかで楽しい自分自身の人生を求めるというメッセージだ

ったのではないかと思いました。 

 【日本の音楽】として紹介されたのは島崎
し ま ざ き

藤村
と う そ ん

作詞、大中
おおなか

寅
と ら

二
じ

作曲の『椰子
や し

の実』です。この歌は海岸に

流れ着いた異国の実（椰子の実）を通して、故郷を遠く離れた「個人」の心情を歌ったものです。このころ人

権の表現がいわゆる「相手の立場に立つ」というところに広がったのかなと思います。お話の中で、福沢諭

吉の「独立
ど く り つ

自尊
じ そ ん

の精神」についても触れられました。「自己本位を尊重し合う」と説明されましたが、つまり

「相手の自己本位も尊重する」ということです。 

最後に 

 今回、音楽表現や成立を通して人権を考えるという、あまり馴染み
な じ  

のないアプローチだったのですが、詳し

い解説と素敵な音楽で、あっという間の時間でした。また、今まで自分が発見できていなかった音楽の魅力

にも触れることができ、とても有意義なコンサートでした。                 （レポーター：卓ちゃん） 
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 人権啓発ネットワーク大東（ぬくもりネットだいとう）では、毎年、５月のゴールデンウィーク

に“のざきまいり”でにぎわう野崎観音会館で人権啓発パネル展を行っています。 

 今年のテーマは、中村哲氏でした。アフガニスタンで、「この地域の人々を救うには、どんな薬

よりも新鮮な水が必要。」と考え、１６００以上の井戸を掘り、多

くの用水路を設け、当地に清潔な水と緑を確保した偉人です。 

 開館と同時に見学される方が相次ぎ、中村哲氏の偉業を記録し

た DVD 上映会にも会館いっぱいの

方にお集まりいただきました。「凄

すぎる人です。尊敬いたします。」

など、感想にも感動の声が多く寄

せられました。期間中、９８４人

もの来場者がありました。 

              

（レポーター：がんちゃん） 

 

 

    

            過去の「ぬくもり」のバックナンバーはこちらから！ 

                      （大東市ホームページ） 

★  会員募集 
人権意識をたかめるための研修会などへの参加・参画。 

人権尊重の理念を広く市民に広げるための啓発・広報活動など。 

会費等はありません。   

★  ヒューマンライター募集 
大東市で人権推進につながる取り組みを行っている方々の 

取材をしていただける方（ヒューマンライター）を募集します。 
 

 

 

 

 

 

 

Facebook(フェイスブック) 
人権啓発ネットワーク大東の活動がみなさんに届くよう、Facebook 

ページを開設しました！ぜひ、フォローお願いします！ 
（Facebook で「人権啓発ネットワーク大東」を検索！⇒） 

【応募方法】様式は問いません。 

ご住所 お名前 電話番号を記載の上 郵送、FAX でお願いします。 

〒574-8555 大東市谷川１－１－１ 

大東市役所 （市民生活部 人権室内）   TEL：０７２－８７０－０４４１ 

人権啓発ネットワーク大東事務局      FAX：０７２－８７２－２２６８ 

 

ぬくもりネットだいとう 

マスコットキャラクター 

はぴくる 

 

 

5 月 1日（木）～4日（日） 

第 42 回人権パネル展 命の水を届けた医師 

中村哲
て つ

 パネル展 

  


